
 

－医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。－ 
 

使用上の注意改訂のお知らせ 
 

令和 3 年 5 月 
 

処方箋医薬品（注意－医師等の処方箋により使用すること） 

 

日本薬局方 リファンピシンカプセル 

 

 

 

このたび、標記製品の「使用上の注意」を改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 
 
 

【改訂内容(   ：追記箇所    ：削除箇所)】 

改  訂  後 改  訂  前 

【禁忌】（次の患者には投与しないこと） 
(1) 変更なし 

(2) ルラシドン塩酸塩、タダラフィル（アドシルカ）、マ

シテンタン、ペマフィブラート、チカグレロル、ロル

ラチニブ、 ボリコナゾール、ホスアンプレナビルカ

ルシウム水和物、アタザナビル硫酸塩、リルピビリン

塩酸塩、リルピビリン塩酸塩・テノホビル ジソプロ

キシルフマル酸塩・エムトリシタビン、リルピビリン

塩酸塩・テノホビル アラフェナミドフマル酸塩・エ

ムトリシタビン、ドルテグラビルナトリウム・リルピ

ビリン塩酸塩、エルビテグラビル・コビシスタット・

エムトリシタビン・テノホビル ジソプロキシルフマ

ル酸塩、エルビテグラビル・コビシスタット・エムト

リシタビン・テノホビル アラフェナミドフマル酸

塩、ドラビリン、ダクラタスビル塩酸塩、アスナプレ

ビル、ソホスブビル、レジパスビル アセトン付加

物・ソホスブビル、ソホスブビル・ベルパタスビル、

グレカプレビル水和物・ピブレンタスビル、テノホビ

ル アラフェナミドフマル酸塩、ビクテグラビルナト

リウム・エムトリシタビン・テノホビル アラフェナ

ミドフマル酸塩、エルバスビル、グラゾプレビル水和

物、アメナメビル、アルテメテル・ルメファントリン

又はプラジカンテルを投与中の患者（「3．相互作

用」の項参照） 

(3) 変更なし 
 

【禁忌】（次の患者には投与しないこと） 
(1) 省略 

(2) タダラフィル（アドシルカ）、マシテンタン、ペマフ

ィブラート、チカグレロル、ボリコナゾール、HIV感

染症治療薬（インジナビル硫酸塩エタノール付加物、

サキナビルメシル酸塩、ネルフィナビルメシル酸塩、

ホスアンプレナビルカルシウム水和物、アタザナビル

硫酸塩、リルピビリン塩酸塩、エルビテグラビル・コ

ビシスタット・エムトリシタビン・テノホビル ジソ

プロキシルフマル酸塩、エルビテグラビル・コビシス

タット・エムトリシタビン・テノホビル アラフェナ

ミドフマル酸塩）、テラプレビル、シメプレビルナト

リウム、ダクラタスビル塩酸塩、アスナプレビル、ダ

クラタスビル塩酸塩・アスナプレビル・べクラブビル

塩酸塩、バニプレビル、ソホスブビル、レジパスビル 

□アセトン付加物・ソホスブビル、グレカプレビル水

和物・ピブレンタスビル、テノホビル アラフェナミ

ドフマル酸塩、オムビタスビル水和物・パリタプレビ

ル水和物・リトナビル、エルバスビル、グラゾプレビ

ル水和物、アメナメビル、アルテメテル・ルメファン

トリン又はプラジカンテルを投与中の患者（「3．相

互作用」の項参照） 

 

 

(3) 省略 
 

【使用上の注意】 
3.相互作用 

本剤はチトクロームP450 3A4(CYP3A4)をはじめとする肝薬

物代謝酵素、UDP-グルクロン酸転移酵素（UGT）、P糖蛋白を

誘導する作用がある。また、トランスポーター（OATP1B1、

OATP1B3）を阻害する作用がある。本剤は多くの薬剤との相

互作用が報告されているが、可能性のあるすべての組み合わ

せについて検討されているわけではないので、他剤と併用す

る場合には注意すること。 

(1)併用禁忌（併用しないこと） 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

精
神
神
経
用
剤 

ルラシドン塩酸

塩 

（ラツーダ） 

ルラシドン塩酸塩

の作用が減弱する

おそれがある。 

本剤のCYP3A4誘導

作用により、ルラ

シドン塩酸塩の代

謝を促進し血中濃

度を低下させると

考えられている。 

【使用上の注意】 
3.相互作用 

本剤はチトクロームP450 3A4(CYP3A4)をはじめとする肝薬

物代謝酵素、P糖蛋白を誘導する作用がある。本剤は多くの

薬剤との相互作用が報告されているが、可能性のあるすべて

の組み合わせについて検討されているわけではないので、他

剤と併用する場合には注意すること。 

 

 (1)併用禁忌（併用しないこと） 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

 

 



改  訂  後 改  訂  前 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

変更なし 

高
脂
血
症
用
剤 

ペマフィブラート 

（パルモディア） 

 
変更なし 

本剤がトランスポー

ター（OATP1B1及び

OATP1B3）を阻害する

と考えられている。 

血
液
・
体
液
用
剤 

チカグレロル 

（ブリリンタ） 

変更なし 

抗
悪
性
腫
瘍
剤 

ロルラチニブ 

（ローブレナ） 

ALT及びASTが上昇

するおそれがあ

る。 

機序は不明である。 

変更なし 

抗

ウ

イ

ル

ス

剤 

HIV感染症治療薬 

ホスアンプレナ

ビルカルシウム

水和物 

（レクシヴァ） 

アタザナビル硫

酸塩 

（レイアタッツ） 

変更なし 

変更なし 

リルピビリン塩酸

塩 

（エジュラント） 

リルピビリン塩酸 

塩・テノホビル  

ジソプロキシルフ 

マル酸塩・エムト 

リシタビン 

（コムプレラ） 

変更なし 

リルピビリン塩酸 

塩・テノホビル  

アラフェナミドフ 

マル酸塩・エムト 

リシタビン 

（オデフシィ） 

リルピビリン及び

テノホビル アラ

フェナミドの作用

が減弱するおそれ

がある。 

本剤のCYP3A誘導作

用により、リルピビ

リンの代謝が促進

し、血中濃度を低下

させると考えられて

いる。また、P糖蛋白

誘導作用により、テ

ノホビル アラフェ

ナミドの血中濃度を

低下させると考えら

れている。 

ドルテグラビルナ

トリウム・リルピ

ビリン塩酸塩 

（ジャルカ） 

ドルテグラビル及

びリルピビリンの

作用が減弱するお

それがある。 

本剤 の CYP3A4 及 び

UGT1A1誘導作用によ

り、ドルテグラビル

の代謝が促進し、血

中濃度を低下させる

と考えられている。

また、CYP3A4誘導作

用によりリルピビリ

ンの代謝が促進し、

血中濃度を低下させ

ると考えられてい

る。 

変更なし 

ドラビリン 

（ピフェルトロ） 

ドラビリンの作用

が減弱するおそれ

がある。 

本剤のCYP3A4誘導作

用により、ドラビリ

ンの代謝を促進し血

中濃度を低下させる

と考えられている。 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

高
脂
血
症
用
剤 

ペマフィブラート 

（パルモディア） 

 
省略 

本剤が有機アニオ

ントランスポータ

ー（OATP1B1及び

OATP1B3）を阻害す

ると考えられてい

る。 

血
液
・
体
液
用
剤 

チカグレロル 

（ブリリンタ） 

省略 

省略 

抗

ウ

イ

ル

ス

剤 

HIV感染症治療薬 

インジナビル硫酸

塩エタノール付加

物 

（クリキシバン） 

サキナビルメシル

酸塩 

（インビラーゼ） 

ネルフィナビルメ

シル酸塩 

（ビラセプト） 

ホスアンプレナビ

ルカルシウム水和

物 

（レクシヴァ） 

アタザナビル硫酸

塩 

（レイアタッツ） 

省略 省略 

リルピビリン塩

酸塩 

（エジュラント、 

コムプレラ） 

省略 

テラプレビル 

（テラビック） 

テラプレビルの作

用が減弱するおそ

れがある。 

本剤の肝薬物代謝

酵素（CYP3A4）誘導

作用により、テラ

プレビルの代謝を

促進し、AUCを92％

低下させると考え

られている。 

シメプレビルナト

リウム 

（ソブリアード） 

シメプレビルナト

リウムの作用が減

弱するおそれがあ

る。 

本剤の肝薬物代謝酵

素（CYP3A4）誘導作用

により、シメプレビル

ナトリウムの代謝を

促進し、Cmin及びAUC

をそれぞれ92％及び

48％低下させると考

えられている。 

省略 

ダクラタスビル塩

酸塩・アスナプレ

ビル・べクラブビ

ル塩酸塩 

（ジメンシー） 

ダクラタスビル塩

酸塩、アスナプレ

ビル及びべクラブ

ビル塩酸塩の作用

が減弱するおそれ

がある。 

本剤の肝薬物代謝

酵素（CYP3A4）誘導

作用により、ダク

ラタスビル塩酸

塩、アスナプレビ

ル及びべクラブビ

ル塩酸塩の代謝を

促進し、血中濃度

を低下させると考

えられている。 

 



 
改  訂  後 改  訂  前 

(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

抗

ウ

イ

ル

ス

剤 

変更なし 

レジパスビル ア

セトン付加物・ソ

ホスブビル 

（ハーボニー） 

変更なし 

ソホスブビル・

ベルパタスビル 

（エプクルーサ） 

ソホスブビル及び

ベルパタスビルの

作用が減弱するお

それがある。 

本剤のCYP及びP糖

蛋白誘導作用によ

り、ソホスブビル

及びベルパタスビ

ルの代謝を促進

し、血中濃度を低

下させると考えら

れている。 

変更なし 

テノホビル アラフ

ェナミドフマル酸塩 

（ベムリディ） 

変更なし 

ビクテグラビルナト

リウム・エムトリシ

タビン・テノホビル 

□アラフェナミドフ

マル酸塩 

（ビクタルビ） 

ビクテグラビルの血

漿中濃度が低下する

ため、効果が減弱し、

耐性が発現する可能

性があることから、併

用しないこと。また、

テノホビル アラフ

ェナミドの血漿中濃

度も低下する可能性

がある。 

本 剤 の CYP3A、

UGT1A1及びP糖蛋

白誘導作用による

ものと考えられて

いる。 

変更なし 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

変更なし 

抗
て
ん
か
ん
剤 

ラモトリギン 

変更なし 

本剤のUGT誘導作用に

よるものと考えられ

ている。 

 変更なし 

泌
尿
生
殖
器
官
用
薬 

過活動膀胱治療薬 

コハク酸ソリフ

ェナシン等 

変更なし ミラベグロン 

ビベグロン 

変更なし 

血
液
・
体
液
用
薬 

クロピドグレル硫

酸塩 

クロピドグレル硫

酸塩の血小板阻害

作用が増強される

ことにより、出血

リスクが高まるお

それがある。クロ

ピドグレル硫酸塩

との併用は避ける

ことが望ましい。 

本剤のCYP2C19誘導作

用により、クロピドグ

レル硫酸塩の活性代

謝物の血漿中濃度が

上昇すると考えられ

ている。 

(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

抗
て
ん
か
ん
剤 

ラモトリギン 

省略 

本剤のUDP-グルクロ

ン酸転移酵素（UGT）誘

導作用によるものと

考えられている。 

省略 

泌
尿
生
殖
器
官
用
薬 

過活動膀胱治療薬 

コハク酸ソリフ

ェナシン等 

省略 ミラベグロン 

省略 
 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

抗

ウ

イ

ル

ス

剤 

バニプレビル 

（バニヘップ） 
バニプレビルとの

併用初期に、バニ

プレビルの血中濃

度が上昇するおそ

れがある。 

また、併用継続に

より、併用初期よ

りもバニプレビル

の血中濃度が低下

するおそれがあ

る。 

有機アニオントラ

ン ス ポ ー タ ー

（ OATP1B1 及 び

OATP1B3）を介した

バニプレビルの肝

臓への取り込みを

阻害すると考えら

れている。 

また、本剤の肝薬

物 代 謝 酵 素

（CYP3A4）誘導作

用により、バニプ

レビルの代謝が促

進されると考えら

れている。 

省略 

テノホビル アラフ

ェナミドフマル酸塩 

（ベムリディ） 
省略 

オムビタスビル水和

物・パリタプレビル

水和物・リトナビル 

（ヴィキラックス） 

パリタプレビル水和

物及びリトナビルの

作用が減弱するおそ

れがある。 

 

本剤の肝薬物代謝

酵素（CYP3A4）誘導

作用により、パリ

タプレビル水和物

及びリトナビルの

代謝を促進し、血

中濃度を低下させ

ると考えられてい

る。 

省略 

 
  



 
改  訂  後 改  訂  前 

 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

解
毒
剤 

デフェラシロクス 

変更なし 

本剤のUGT誘導作用

によるものと考え

られている。 

糖
尿
病
用
剤 

カナグリフロジン 

水和物 

本剤のUGT1A9及び

UGT2B4誘導作用に

よるものと考えら

れている。 

 変更なし 

抗
悪
性
腫
瘍
製
剤 

CYP3A4等で代謝

される薬剤 

 

これらの薬剤の作

用が減弱すること

がある。 

変更なし 

ギルテリチニブ

フマル酸塩 

 本剤のCYP3A及び 

P糖蛋白誘導作用 

によるものと考え 

られている。 

変更なし 

抗
真
菌
剤 

カスポファンギ

ン酢酸塩 

変更なし 

トランスポーター

(OATP1B1)を介した

輸送過程が影響す

ると考えられている。 

  変更なし 

抗
ウ
ィ
ル
ス
剤 

ジドブジン 

変更なし 

本剤のUGT誘導作
用によるものと考
えられている。 

ラルテグラビル

カリウム 

本剤のUGT1A1誘導

作用によるものと

考えられている。 

ドルテグラビル

ナトリウム 

変更なし 

本剤の肝薬物代謝

酵素(CYP3A4等)及び

UGT1A1誘導作用に

よるものと考えら

れている。 

  変更なし 

 
 

薬効 

分類 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

解
毒
剤 

デフェラシロクス 

省略 

本剤のUDP-グルク

ロン酸転移酵素

（UGT）誘導作用に

よるものと考えられ

ている。 

糖
尿
病
用
剤 

カナグリフロジン 

水和物 

本剤のUDP-グルク

ロン酸転移酵素

（UGT）1A9及び2B4

誘導作用によるも

のと考えられてい

る。 

 省略 

抗
真
菌
剤 

カスポファンギ

ン酢酸塩 

省略 

有機アニオントラ
ン ス ポ ー タ ー
(OATP1B1) を 介 し
た輸送過程が影響
すると考えられて
いる。 

  省略 

抗
ウ
ィ
ル
ス
剤 

ジドブジン 

省略 

本剤のUDP-グルク
ロン酸転移酵素
（UGT）誘導作用に
よるものと考えら
れている。 

ラルテグラビル

カリウム 

本剤のUDP-グルク

ロン酸転移酵素

（UGT）1A1誘導作用

によるものと考え

られている。 

ドルテグラビル

ナトリウム 

省略 

本剤の肝薬物代謝

酵素(CYP3A4等)及び

UDP-グルクロン酸

転移酵素（UGT）1A1

誘導作用によるも

のと考えられてい

る。 

  省略 

 

【改訂理由】 

リファンピシン製剤の情報に基づき、「禁忌」及び「3.相互作用」の項を変更いたしました。 

 

改訂内容につきましては、日本製薬団体連合会発行の「DRUG SAFETY UPDATE 医薬品安全対策情報（DSU） 

No．299」に掲載されます。 

改訂添付文書情報並びにお知らせ文書につきましては、当社ホームページ（http://www.nipro.co.jp/）にてご覧に 

なれます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

【資料請求先】 

ニプロ株式会社 
医薬品情報室 

〒531-8510 大阪市北区本庄西 3丁目 9番 3号 

TEL 0120-226-898 

FAX 06-6375-0177 


